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会期　12月10日～14日

令和
３年

第４回 定 例 会

　

令
和
３
年
第
４
回
泊
村
議
会
定
例
会
は
、
去
る
12
月
10
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期

を
14
日
ま
で
の
５
日
間
と
定
め
、
開
会
日
の
10
日
は
、
議
長
の
諸
般
の
報
告
と
村

長
か
ら
第
３
回
定
例
会
以
降
の
行
政
報
告
、
教
育
長
か
ら
教
育
行
政
報
告
が
行
わ

れ
た
後
、
人
事
案
件
１
件
、
専
決
処
分
１
件
の
承
認
を
審
議
採
決
し
、
そ
の
他
の

議
案
９
件
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

14
日
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
後
、
議
案
９
件
の
審
議
採
決
と
追
加
議
案
１

件
、
意
見
書
案
１
件
を
審
議
採
決
を
し
、
全
日
程
を
終
了
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

行

政

報

告

髙

橋

村

長

令
和
２
年
度
後
志
広
域
連
合
各
会
計
及
び
一

部
事
務
組
合
に
係
る
決
算
に
つ
い
て

                    

（
別
記
資
料
参
照
）

　

岩
内
地
方
衛
生
組
合
の
令
和
２
年
度
会
計

決
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
差
引
総
額
５
０
，

１
１
９
，
７
４
６
円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰

越
し
と
な
り
ま
す
。

　

こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
11
月
８

日
開
催
の
第
２
回
岩
内
地
方
衛
生
組
合
議
会

定
例
会
で
認
定
済
み
で
あ
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
泊
村
原
子
力
防
災
訓
練
の
実
施

結
果
に
つ
い
て

　

今
年
の
原
子
力
防
災
訓
練
に
つ
き
ま
し
て

は
、
10
月
28
日
に
実
施
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ

　

後
志
広
域
連
合
の
一
般
会
計
に
つ
き
ま
し

て
は
、
歳
入
総
額
の
欄
か
ら
歳
出
総
額
を
差

し
引
き
ま
し
て
、
差
引
総
額
２
，
１
３
１
，

３
３
７
円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
越
し
と
な

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
は
、
差
引

総
額
１
１
７
，
４
７
９
，
９
４
６
円
と
な
り
、

翌
年
度
へ
繰
越
と
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
は
、
差
引
総
額

２
２
８
，
９
７
６
，
４
２
２
円
と
な
り
、
翌

年
度
へ
繰
越
と
な
り
ま
す
。

　

こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
11
月
30

日
開
催
の
第
２
回
後
志
広
域
連
合
議
会
定
例

会
で
認
定
済
み
で
あ
り
ま
す
。

　

岩
内
・
寿
都
地
方
消
防
組
合
の
令
和
２
年

度
会
計
決
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
差
引
総
額

５
１
，
２
７
１
，
４
４
５
円
と
な
り
、
翌
年

度
へ
繰
越
し
と
な
り
ま
す
。

　

こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
、
令
和
３
年
11
月
８

日
開
催
の
第
２
回
岩
内
・
寿
都
地
方
消
防
組

合
議
会
定
例
会
で
認
定
済
み
で
あ
り
ま
す
。

行政報告をする髙橋村長
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Ｒ
な
ど
を
行
う
企
画
と
し
て
、
２
０
１
３
年

シ
ー
ズ
ン
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
２
０
２
２
年

で
事
業
完
了
と
な
り
ま
す
が
、
泊
村
に
お
い

て
は
、
こ
の
た
び
２
名
の
選
手
が
応
援
大
使

を
務
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
名
の
応
援
大
使
は
、
11
月
30
日
の
フ
ァ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、
捕
手
の
宇

佐
美
真
吾
選
手
と
内
野
手
の
佐
藤
龍
世
選
手

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

宇
佐
美
選
手
は
、
２
０
１
６
年
に
読
売

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に
ド
ラ
フ
ト
４
位
に
指
名
さ

れ
、
２
０
１
９
年
途
中
か
ら
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

に
移
籍
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
選
手
は
、
２
０
１
９
年
に
埼
玉
西
武

ラ
イ
オ
ン
ズ
に
ド
ラ
フ
ト
７
位
に
指
名
さ

れ
、
今
年
２
０
２
１
年
途
中
か
ら
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
に
移
籍
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
佐
藤
選
手
は
、
厚
岸
町
出
身
で
、

北
海
高
校
に
進
学
後
は
４
番
打
者
を
務
め
る

な
ど
、
北
海
道
出
身
の
選
手
で
あ
り
ま
す
。

　

球
団
と
の
詳
細
な
打
ち
合
わ
せ
は
今
後
に

な
り
ま
す
が
、
両
選
手
に
は
、
本
村
の
Ｐ
Ｒ

や
交
流
イ
ベ
ン
ト
参
加
な
ど
を
期
待
し
て
お

り
、
村
と
し
て
も
応
援
ツ
ア
ー
や
村
の
特
産

品
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
う
ま
い
っ
し
ょ
グ
ラ
ン
プ

リ
へ
の
参
加
、
両
選
手
の
等
身
大
パ
ネ
ル
、

懸
垂
幕
等
を
作
成
す
る
な
ど
、
村
を
挙
げ
て

両
選
手
、
そ
し
て
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
を
応
援
す
る
と
と
も
に
、
村
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

泊
村
ス
ポ
ー
ツ
大
使
に
つ
い
て

　

泊
村
ス
ポ
ー
ツ
大
使
に
つ
き
ま
し
て
は
、

委
嘱
の
経
緯
等
、
９
月
の
定
例
会
で
ご
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
先
般
11
月
27

日
に
ス
ポ
ー
ツ
大
使
で
あ
る
レ
ッ
ド
イ
ー
グ

ル
ス
北
海
道
の
橋
本
選
手
の
公
式
戦
の
試
合

観
戦
と
応
援
に
泊
ブ
ル
ー
マ
リ
ー
ン
シ
ャ
ー

ク
ス
の
選
手
を
は
じ
め
保
護
者
、
チ
ー
ム
関

係
者
、
役
場
職
員
の
総
勢
55
名
で
苫
小
牧
市

の
白
鳥
王
子
ア
リ
ー
ナ
へ
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

当
初
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
戦
に
応
援

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
緊
急
事
態
宣
言
や
緊
急
事
態
措

置
が
発
令
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
延
期
を
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
般
解
除
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

試
合
当
日
は
、
泊
ブ
ル
ー
マ
リ
ー
ン

シ
ャ
ー
ク
ス
の
子
供
た
ち
が
、
レ
ッ
ド
イ
ー

グ
ル
ス
北
海
道
の
選
手
を
入
場
す
る
際
に
エ

ス
コ
ー
ト
し
、
ま
た
、
当
日
は
、
橋
本
選
手

が
本
村
の
ス
ポ
ー
ツ
大
使
、
そ
し
て
、
岩
内

町
の
観
光
大
使
を
務
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

私
と
岩
内
町
長
で
、
野
球
で
云
え
ば
始
球
式

に
あ
た
る
記
念
フ
ェ
イ
ス
オ
フ
を
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

試
合
終
了
後
に
は
、
橋
本
選
手
の
配
慮
に

よ
り
ま
し
て
、
観
客
が
帰
っ
た
後
に
、
子
供

た
ち
と
リ
ン
ク
で
写
真
撮
影
を
す
る
な
ど
、

子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
良
い
思
い
出
に
な
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
実
施
し
ま
し
た
応
援
ツ
ア
ー
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
、
次
回
か
ら
は
広

く
村
民
の
皆
様
に
も
周
知
を
し
、
参
加
者
を

募
り
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

北
海
道
と
協
議
し
、
住
民
参
加
は
見
送
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

訓
練
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
・
北
海

道
・
関
係
町
村
等
を
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

で
繫
ぎ
、
災
害
対
策
本
部
の
運
営
を
行
う

意
思
決
定
訓
練
も
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
併
せ
て
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
に
設
置

さ
れ
た
現
地
本
部
に
副
村
長
及
び
職
員
を
派

遣
し
、
当
日
付
与
さ
れ
る
訓
練
想
定
に
従
っ

た
ブ
ラ
イ
ン
ド
訓
練
に
も
参
加
を
致
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
独
自
訓
練
と
し
て
、
原
子
力
災
害

時
に
必
要
な
基
礎
知
識
等
を
習
得
す
る
こ
と

を
目
的
に
職
員
へ
原
子
力
防
災
講
習
会
を
実

施
し
、
さ
ら
に
は
、
小
学
校
の
教
職
員
、
中

学
校
の
生
徒
・
教
職
員
に
も
講
習
会
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
の
検
証
を
進
め
、
道
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
次
回
の
訓
練
に
向
け

て
の
改
善
点
等
を
反
映
で
き
る
よ
う
意
見
交

換
や
協
議
を
し
、
よ
り
良
い
訓
練
と
な
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
訓
練
を

重
ね
、
防
災
意
識
の
高
揚
と
防
災
対
策
に
関

す
る
理
解
促
進
に
一
層
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
１
７
９
市

町
村
応
援
大
使
に
つ
い
て

　

こ
の
企
画
は
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
選
手
が

道
内
市
町
村
の
応
援
大
使
を
務
め
、
観
光
Ｐ

レッドイーグルス北海道　橋本選手の公式戦　観戦風景
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
の

接
種
に
つ
い
て

　

３
回
目
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
１
・
２
回

目
を
接
種
し
た
18
歳
以
上
で
２
回
目
の
接
種

か
ら
８
ヶ
月
以
上
経
過
し
た
方
が
対
象
で
あ

り
ま
し
て
、
泊
村
に
お
い
て
も
、
前
回
同
様
、

茅
沼
診
療
所
で
接
種
を
予
定
し
て
お
り
、
希

望
者
の
方
に
は
送
迎
を
行
う
予
定
で
あ
り
ま

す
。

　

接
種
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
医
療
従
事
者
が

今
月
の
接
種
を
岩
内
町
の
医
療
機
関
で
予
定

し
て
お
り
、
そ
の
後
、
来
年
の
２
月
中
旬
頃

か
ら
高
齢
者
の
皆
様
か
ら
順
次
接
種
を
開
始

す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
案
内
の
文
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
月

中
旬
よ
り
、
順
次
対
象
時
期
が
近
づ
い
た
方

か
ら
送
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
、
政
府
に
お

い
て
接
種
間
隔
の
前
倒
し
に
つ
い
て
も
検
討

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
情
報
の

収
集
と
対
応
に
つ
い
て
も
検
討
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

村
と
し
て
も
、
茅
沼
診
療
所
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
と
協
議
を
し
た
う
え
で
、
迅

速
な
接
種
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

学
校
教
育
関
係

【
学
校
行
事
】

　

10
月
15
日
に
泊
中
学
校
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
伝
統
の
「
泊
中
ソ
ー
ラ
ン
」
と

全
校
合
唱
に
絞
っ
て
実
施
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
に
は
、
泊
小
学
校
学
習
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
生
懸
命
に
練
習
し
た
多
彩
な
劇
が
披
露

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
感
染
症
対
策
の
た
め
、
一
家
庭
４

名
ま
で
の
入
場
制
限
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

学
年
毎
の
入
れ
替
え
制
と
し
ま
し
た
。

社
会
教
育
関
係

　

10
月
30
日
か
ら
31
日
ま
で
、
泊
村
公
民
館

で
第
35
回
泊
村
公
民
館
ま
つ
り
を
実
施
致
し

ま
し
た
。

　

小
中
学
生
及
び
一
般
の
方
の
絵
や
書
・
菊

花
・
短
歌
・
手
芸
品
な
ど
２
０
０
点
あ
ま
り

が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
方
々
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
ち
な
ん
だ
工
作
体

験
や
お
菓
子
作
り
な
ど
も
企
画
さ
れ
、
健
康

支
援
課
に
よ
る
健
康
維
持
に
関
す
る
展
示
も

同
時
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
の
小
学
６
年
生
を
対
象
に
、
姉
妹
町

村
で
あ
る
愛
媛
県
伊
方
町
を
訪
問
す
る
「
泊

村
子
供
親
善
大
使
派
遣
事
業
」
を
２
年
ぶ
り

に
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
来
は
、
夏
休
み
期
間
中
に
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
を
待
っ

て
、
11
月
20
日
か
ら
３
泊
４
日
で
伊
方
町
を

訪
問
し
、
当
町
の
６
年
生
と
の
交
流
や
ミ
カ

ン
畑
で
の
ミ
カ
ン
狩
り
体
験
や
広
島
市
の
平

和
記
念
資
料
館
な
ど
を
見
学
し
、
元
気
い
っ

ぱ
い
務
め
を
果
た
し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
月
27
日
に
は
、
伊
方
町
の
６
年
生
20
名

が
本
村
を
訪
れ
る
予
定
で
、
ス
ケ
ー
ト
体
験

な
ど
で
交
流
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

泊
中
学
校
３
年
生
の
進
路
希
望
状
況

　

来
春
、
泊
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
る
12
名
の

12
月
７
日
時
点
の
進
路
希
望
状
況
に
つ
い
て

で
す
が
、
公
立
高
校
で
は
、
岩
内
高
校
に
２

名
、
倶
知
安
高
校
に
２
名
、
真
狩
高
校
に
１

名
、
苫
小
牧
市
の
高
等
専
門
学
校
に
１
名
、

私
立
高
校
で
は
、
札
幌
市
に
５
名
、
特
別
支

援
学
級
で
は
、
札
幌
高
等
養
護
に
１
名
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

自
分
の
進
路
を
し
っ
か
り
見
定
め
、
希
望

通
り
の
進
学
で
き
る
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

社
会
教
育
施
設
の
利
用
状
況
（
11
月
末
現
在
）

【
と
ま
り
ア
イ
ス
セ
ン
タ
ー
】

　
　
　
　
　

利
用
者
数　
　

７
，
８
６
５
名

　
　
　
　
　

前
年
度
対
比　
　

５
１
２
名
増

【
鰊
御
殿
と
ま
り
】

　
　
　
　
　

入
館
者
数　
　

１
，
１
０
８
名

　
　
　
　
　

前
年
度
対
比 

 　

３
５
０
名
減

【
と
ま
り
カ
ブ
ト
ラ
イ
ン
パ
ー
ク
】

　
　
　
　
　

利
用
者
数　
　

２
，
２
１
０
名

　
　
　
　
　

前
年
度
対
比　
　

３
８
６
名
増

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
原
案
同
意

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し
て
、
大
橋
芳

之
氏
の
再
推
薦
に
つ
い
て
、
満
場
一
致
で
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
令
和
３
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
））�
�
�
�
�
�
原
案
承
認

　

歳
出
の
み
の
補
正
で
、
８
月
19
日
未
明
に

審

議

し

た

議

案

報
　
　
告

専

決

処

分

教
育
行
政
報
告

髙
山
教
育
長
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姉
妹
町
村
で
あ
り
ま
す
愛
媛
県
伊
方
町
の

亀
ヶ
池
温
泉
が
落
雷
に
よ
り
火
災
が
発
生
し

焼
失
し
た
こ
と
に
対
す
る
見
舞
金
と
し
て
、

特
に
緊
急
を
要
し
た
た
め
、
議
会
を
招
集
す

る
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
補

正
予
算
を
専
決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

【
歳
出
】

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金　

　
　
　
　
　
　

１
，
０
０
０
，
０
０
０
円
減

・
伊
方
町
亀
ヶ
池
温
泉
火
災
に
よ
る
焼
失
に

対
す
る
見
舞
金　
　

　
　
　
　
　
　

１
，
０
０
０
，
０
０
０
円
増

泊
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
�
�
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

泊
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

　

以
上
２
件
は
、
職
員
の
給
与
及
び
議
会
議

員
の
報
酬
等
を
令
和
４
年
４
月
分
か
ら
口
座

振
替
の
方
法
に
よ
り
支
払
い
を
行
う
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
条
例
に
お
い
て
も
必
要
な
事

項
を
定
め
る
た
め
の
条
例
の
改
正
で
す
。

　
泊
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
�
原
案
可
決

　

国
の
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
の
改

正
を
踏
ま
え
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
が

行
う
事
業
に
係
る
諸
記
録
の
作
成
等
を
電
磁

的
記
録
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

す
る
ほ
か
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
の
条

例
の
改
正
で
す
。

泊
村
介
護
サ
ー
ビ
ス
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

　

泊
村
介
護
サ
ー
ビ
ス
条
例
の
施
行
に
関

し
、
泊
村
介
護
サ
ー
ビ
ス
施
行
規
則
に
よ
り

必
要
な
事
項
を
定
め
て
い
ま
す
が
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
係
る
契
約
書
に
つ
い
て
は
、
各
事

業
所
は
個
別
の
契
約
様
式
を
用
い
て
利
用
者

と
契
約
を
交
わ
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
実

費
に
相
当
す
る
費
用
の
額
に
つ
い
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
他
の
規
則
等
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

必
要
性
が
低
い
こ
と
か
ら
、
本
施
行
規
則
を

廃
止
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
条
例
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

泊
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

　

令
和
３
年
６
月
11
日
に
、
全
世
代
対
応
型

の
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布

さ
れ
、
９
月
10
日
に
政
令
に
よ
り
地
方
税
法

に
関
連
規
定
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
条

例
の
改
正
で
す
。

令
和
３
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）��
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
９
，
９
６
０
千

円
を
増
額
補
正
し
、
総
額
５
，
１
１
４
，

１
８
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
倶
知
安
厚
生
病
院
整
備
費
用
負
担

金
に
つ
い
て
債
務
負
担
行
為
の
設
定
を
し
ま

し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
接
種
対
策

費
事
業
費
国
庫
負
担
金

　
　
　
　
　
　

２
，
０
９
８
，
０
０
０
円
増

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
接
種
体
制

確
保
事
業
国
庫
負
担
金

　
　
　
　
　
　

２
，
４
３
２
，
０
０
０
円
増

・
土
地
売
払
収
入

　
　
　
　
　

５
５
，
１
２
１
，
０
０
０
円
増

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
土
地
開
発
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　

１
７
，
５
０
７
，
０
０
０
円
増

・
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

　
　
　
　
　
　

４
，
７
２
５
，
０
０
０
円
増

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
委

託
料　
　
　
　

２
，
０
９
９
，
０
０
０
円
増

・
企
業
振
興
促
進
建
設
費
助
成
金

　
　
　
　
　
　

２
０
，
０
０
０
，
０
０
円
増

令
和
３
年
度
古
宇
郡
泊
村
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
��
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
，
２
２
９
千
円
を

減
額
補
正
し
、
総
額
６
４
０
，
０
６
８
千
円

と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
　
　

６
，
２
６
９
，
０
０
０
円
減

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
事
業
確
定
に
伴
う
減
額

令
和
３
年
度
古
宇
郡
泊
村
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
��
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
，
６
６
１
千
円
を

減
額
補
正
し
、
総
額
６
３
，
５
６
５
千
円
と

し
ま
し
た
。

補

正

予

算

条

例

改

正

「債務負担行為」とは

　債務負担行為とは、一般家庭で

例えると「ローン」にあたります。

　また、債務負担行為として議決

した案件については、別途に予算

計上され、議決されます。

「債務負担行為」と
       「歳出予算」の違いは？

①歳出予算は、その年度限りのも 

　のですが、債務負担行為は、後

　年度においても支出が予定され

　ています。

②歳出予算は、予算とその支払い

　双方を認めるのに対し、債務負

　担行為は、ローンを組むことを

　認めるものです。

　債務負担行為として議決された

　ものは、あらためて、歳出予算

　に計上され、議決されます。
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【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
（
漁
業
集
落

環
境
整
備
事
業
）

　
　
　
　
　
　

１
，
０
３
４
，
０
０
０
円
減

・
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
　
　

２
，
６
２
７
，
０
０
０
円
減

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
事
業
確
定
に
伴
う
減
額

令
和
３
年
度
古
宇
郡
泊
村
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）��
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
６
，
５
７
１
千
円

を
増
額
補
正
し
、
総
額
４
０
８
，
０
６
２
千

円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
（
下
水
道
事

業
）　
　

　

１
２
，
３
９
１
，
０
０
０
円
増

・
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
　
　

４
，
１
８
０
，
０
０
０
円
増

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
工
事
請
負
費
の
増
額

令
和
３
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）��
�
�
�
�
�
�
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
０
，
８
８
９
千

円
を
増
額
補
正
し
、
総
額
５
，
１
３
５
，

０
７
０
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
事
業
費
補

助
金　
　

  

２
０
，
５
０
０
，
０
０
０
円
増

・
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
事
業
事
務

費
補
助
金　

  

　
　

３
８
９
，
０
０
０
円
増

【
歳
出
の
主
な
も
の
】　

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　

    

１
３
，
９
８
８
，
０
０
０
円
減

・
泊
村
灯
油
等
購
入
助
成
金

　
　
　

    

１
３
，
７
８
０
，
０
０
０
円
増

・
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金

　
　
　
　

  

２
０
，
５
０
０
，
０
０
０
円
増

追

加

議

案

補

正

予

算

泊消防団出初式（令和４年１月７日：泊村公民館）

寄付行為の禁止
　議員は、選挙区内の方

にお金や物を贈ることは、

公職選挙法で禁止されて

おり、有権者が求めても

いけません。

　ご理解をお願いします。
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皆
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
マ
ス
ク
の
紛
失

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
の
で
、
宜
し
く

お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
協
で
、
千
枚
近
い
マ
ス
ク
が
不
明

と
の
話
を
聞
き
、
こ
の
こ
と
で
７
月
28

日
に
滝
本
が
話
を
聞
き
に
社
協
事
務
局

長
を
尋
ね
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
備
品
と
し
て
購
入

し
た
マ
ス
ク
の
紛
失
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
話
で
す
。

　

村
長
、
私
に
こ
う
い
う
こ
と
を
言
っ

て
き
て
い
る
け
れ
ど
、
村
と
し
て
監
督

責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
、
お

伺
い
し
ま
す
。

　

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
滝
本
議
員
の
ご
質
問
に

お
答
え
致
し
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
の
マ
ス
ク
の
紛

失
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
マ
ス
ク

を
紛
失
し
た
事
実
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

た
だ
し
、
マ
ス
ク
購
入
が
困
難
な
時

期
で
あ
っ
た
、
昨
年
１
月
末
か
ら
２
月

上
旬
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
が
、

上
司
へ
の
相
談
も
な
く
、
在
庫
マ
ス
ク

を
同
僚
に
貸
し
出
し
、
一
時
的
に
流
用

し
た
事
実
が
あ
り
、
マ
ス
ク
は
、
昨
年

３
月
に
返
却
さ
れ
、
同
月
の
社
会
福
祉

協
議
会
の
理
事
会
に
お
い
て
、
貸
し
出

し
た
経
緯
や
対
応
に
つ
い
て
協
議
を
し
、

今
後
、
誤
解
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う

職
員
へ
の
指
導
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

マ
ス
ク
の
管
理
体
制
の
是
正
を
行
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
村
が
こ
の
事
実
を

知
っ
た
の
は
、
今
年
の
７
月
で
あ
り
ま

し
て
、
１
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
大
変
遺
憾
で
あ
り
、

今
後
、
速
や
か
な
報
告
と
管
理
体
制
に

つ
い
て
強
く
指
導
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

以
上
で
あ
り
ま
す
。

　

社
協
の
事
務
局
長
よ
り
、
て
ん
ま
つ

書
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
と
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
備
品
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
勝
手
な

判
断
で
一
部
の
職
員
に
貸
し
出
し
を
し

て
い
た
と
い
う
内
容
だ
と
。

　

私
へ
の
話
で
は
、
社
協
で
マ
ス
ク
泥

棒
が
い
て
、
マ
ス
ク
が
紛
失
し
て
も
何

の
お
と
が
め
が
な
い
と
聞
き
ま
し
た
。

　

好
き
な
職
員
や
知
人
に
配
っ
て
い
た

そ
う
で
す
が
、
マ
ス
ク
が
店
頭
か
ら
消

え
た
時
期
に
行
わ
れ
た
。

　

千
枚
近
い
数
が
不
明
の
ま
ま
と
聞
き

ま
し
た
。

　

こ
の
話
が
、
私
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
問
題
で
す
。

　

村
長
、
ず
さ
ん
な
運
営
を
し
て
い
る

事
実
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
。

　

社
協
に
対
す
る
監
督
責
任
を
村
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

　

ま
た
、
犯
罪
行
為
で
は
な
い
で
す
か
、

お
伺
い
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
お
答
え
致
し
ま
す
。

　

も
う
１
年
以
上
の
前
の
こ
と
で
で
す

ね
、
当
時
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い

て
も
、
理
事
会
で
、
こ
の
経
緯
は
報
告

さ
れ
で
す
ね
、
理
事
会
の
中
で
、
職
員

に
て
ん
ま
つ
書
等
を
提
出
さ
せ
て
今
後
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
指
導

を
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

村
の
管
理
体
制
で
す
け
ど
も
、
こ
の

マ
ス
ク
が
な
く
な
っ
た
事
実
も
で
す
ね
、

村
か
ら
在
庫
、
マ
ス
ク
の
在
庫
を
確
認

す
る
よ
う
に
、
社
協
に
、
報
告
を
出
す

よ
う
に
し
た
時
に
わ
か
っ
た
よ
う
で
あ

り
ま
し
て
、
監
督
責
任
、
マ
ス
ク
備
品

だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
す
け
ど
も
、
マ

ス
ク
は
消
耗
品
で
あ
り
ま
す
。
備
品
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
で
す
ね
、
マ
ス
ク
１
枚

一 

般 

質 

問

 
滝
本　

一
訓 

議
員

　
□
社
会
福
祉
協
議
会
で
マ
ス
ク
の
紛
失
に
つ
い
て

　

滝
本
　
一
訓 
議
員

 

社
会
福
祉
協
議
会
で

　

  

マ
ス
ク
の
紛
失
に

　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て髙

橋

村

長

滝
本
一
訓
議
員
（
再
質
問
）

髙

橋

村

長
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１
枚
を
村
が
管
理
す
る
の
か
と
い
う
ふ

う
に
な
る
と
、
そ
れ
は
そ
う
な
ら
な
い

ん
で
な
い
か
な
と
。

　

ま
し
て
や
、
補
助
金
で
執
行
し
て
い

る
ん
で
あ
れ
ば
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

適
正
に
執
行
す
る
の
が
筋
で
あ
っ
て
、

そ
れ
を
い
ち
い
ち
村
が
、
マ
ス
ク
１
枚

１
枚
監
督
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
な
と
。

　

そ
こ
は
あ
く
ま
で
、
補
助
を
も
ら
っ

て
る
側
の
責
任
で
し
っ
か
り
執
行
し
て

い
た
だ
く
っ
て
い
う
こ
と
が
基
本
で
あ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か

り
適
正
な
執
行
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
で
す
。

　

そ
の
泥
棒
は
、
職
員
を
指
導
す
る
立

場
の
男
性
職
員
で
、
マ
ス
ク
は
職
場
で

使
用
す
る
も
の
な
の
に
私
物
化
し
て
い

る
と
。

　

こ
の
こ
と
は
、
社
協
で
問
題
に
な
っ

た
は
ず
だ
と
。

　

逆
に
、
真
相
を
求
め
た
職
員
が
、
退

職
す
る
事
態
に
な
っ
た
と
い
う
聞
き
ま

し
た
。

　

社
協
事
務
局
長
の
話
で
は
、
反
省
し

日
々
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
と
い
う
話

だ
が
、
て
ん
ま
つ
書
だ
け
で
済
ま
さ
れ

る
こ
と
で
は
な
い
。

　

何
ら
か
の
処
分
が
必
要
だ
と
。

　

社
協
で
ね
、
マ
ス
ク
の
私
物
化
、
泊

村
役
場
全
体
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

村
長
、
こ
ん
な
こ
と
で
い
い
ん
で
す

か
。

　

ま
た
、
役
場
は
監
督
責
任
が
あ
る
の

で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
し
っ
か
り
調

査
を
し
直
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
、

お
伺
い
し
ま
す
。

　

し
っ
か
り
調
査
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
。

　

そ
れ
は
も
う
社
協
の
方
で
ね
、
調
査

済
み
で
、
理
事
会
で
も
、
協
議
さ
れ
て

お
り
ま
し
て
ね
、
そ
れ
は
も
う
、
村
も

１
年
経
過
し
た
後
に
報
告
を
受
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
は
先
程
お
話
し
し

た
と
お
り
、
今
後
速
や
か
な
報
告
と
管

理
体
制
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
や
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
指
導
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
以
上
で
す
。

　

そ
れ
と
、
何
か
職
員
が
退
職
に
追
い

込
ま
れ
る
と
か
、
そ
う
い
う
事
実
の
な

い
発
言
は
控
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

以
上
で
す
。

　

議
長
、
３
回
目
で
終
わ
り
な
ん
だ
け

ど
も
、
犯
罪
行
為
で
は
な
い
で
す
か
っ

て
言
っ
た
こ
と
に
対
し
て
答
え
て
な
い

ん
だ
け
ど
も
、
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
こ
に
答
弁
漏
れ
と
い
う
こ
と
で
、

村
長
、
お
願
い
し
ま
す
。

　

犯
罪
行
為
で
あ
れ
ば
で
す
ね
、
警
察

に
告
発
す
る
な
り
何
な
り
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
な
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
で
す
。

　

議
長
、
終
わ
り
ま
す
。

髙

橋

村

長

滝
本
一
訓
議
員
（
再
々
質
問
）

滝
本
一
訓
議
員

宇
留
間
議
長

髙

橋

村

長

滝
本
一
訓
議
員

◎ 新型コロナウイルス感染防止のため傍聴される場合は、次のことにご協力をお願いします。
○議場への入場時に出入り口に設置しております消毒液を活用し、手指の消毒をお願いします。

                         ○議場では、マスクの着用をお願いします。 

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
手続きは簡単です

住所・氏名・年齢を受付票に記入するだけの簡単な手続きです

　　　　　　　　　　お気軽にどうぞ…
定例会は、３月・６月・９月・12月の年４回です。臨時会は、必要に応じて随時開きます。
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地球温暖化、海水温上昇に伴う水産漁業被害の解明と支援策を求める意見書

　北海道内では、定期的に実施されている海洋観測モニタリングのデータや、ブリ、マンボウなど南方

系魚種の回遊が多く見られていることからも、海水温の上昇が、漁業に大きく影響を及ぼしているもの

と推察され、地球温暖化・海水温上昇の原因の究明が急務となっております。毎年、その被害状況は増

しており、サケ・サンマ等が減少し長期的には、昆布の水揚げも激減してきております。

　北海道を代表する秋サケも不漁に悩まされ続けている状況は、直接的に打撃を受けている漁業従事者

のみならず、関連する水産加工業者への影響も含め、地域経済に大きなダメージを与え地域の活力を削ぎ、

地域の衰退を招きかねません。

　このことは、新型コロナウイルス感染症対策による飲食店での消費減退に伴う魚価安が、更に水産漁

業者の不安を増幅させております。また、今年９月以降赤潮が発生し、ウニや秋サケ、ブリ、ツブ、シシャ

モなどに被害が及び、大きな経済的損失を被るとともに、来年以降の漁に大きな不安を生じさせており

ます。

　よって、国においては、次の措置を早急に講ずるよう強く要望致します。

記

１．カーボンニュートラルの実現を着実に行うこと。

２．海水温上昇に伴う水産漁業等被害の実態調査を行うこと。

３．被害対策の策定と支援を行うこと。

４．長期的な水産振興策の策定と支援を行うこと。

５．赤潮発生による被害対策と漁業支援及び地域支援を行うこと。

６．コロナ禍において、飲食店自主規制により魚価安のダメージを受けている水産漁業関連、地域経済 

　　に対し、緊急の経済支援策を行うこと。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出致します。

【提出先】衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・内閣官房長官・財務大臣・総務大臣・農林水産大臣

         国土交通大臣・厚生労働大臣・環境大臣

意 見 書 の 提 出 12月定例会において次の意見書等を議決し、地方自治法の規定
により、関係機関へ提出しました。
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11　

月

３
日　

第
56
回
泊
村
功
労
者
表
彰
式

　
　
　
　
　

（
宇
留
間
議
長
他
各
議
員
出
席
）

５
日　

例
月
出
納
検
査 

　
　
　
　
　
　
　

（
沼
畑
・
鎌
田
監
査
委
員
）

８
日　

令
和
３
年
第
２
回
岩
内
地
方
衛
生
組

　
　
　

合
議
会
定
例
会

　
　
　

（
岩
内
町　

飯
田
・
滝
本
議
員
出
席
）

　
　
　

令
和
３
年
第
２
回
岩
内
・
寿
都
地
方

　
　
　

消
防
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　

（
岩
内
町　

三
浦
議
員
出
席
）

９
日　

後
志
町
村
議
会
議
長
会
役
員
会
・
臨

　
　
　

時
総
会

    　

  

（
ニ
セ
コ
町　

宇
留
間
議
長
出
席
）

16
日
～
17
日　

　
　
　

全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
市
町
村
議 

　
　
　

会
議
長
会
役
員
会

　
　
　
　
　

（
東
京
都　

宇
留
間
議
長
出
席
）

24
日　

後
志
町
村
議
会
議
員
研
修
会

     

　

 

（
ニ
セ
コ
町　

吉
田
副
議
長
欠
席
）

　

「
議
会
だ
よ
り
」
第
１
８
３
号
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
に
つ

い
て
編
集
い
た
し
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
、
村
の
方
針
や
議
会

活
動
も
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
に
対
す
る
ご
意
見
・

ご
要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く

議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

宇
留
間　

文　

宣

吉　

田　

茂　

樹

三　

浦　

弘　

文

長　

尾　
　
　

透

編
集
後
記

議

会

日

誌

令
和
３
年
11
月
１
日
～

令
和
４
年
１
月
31
日

30
日　

後
志
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

令
和
３
年
第
２
回
後
志
広
域
連
合
議

　
　
　

会
定
例
会

 　
　
　

 

（
倶
知
安
町　

宇
留
間
議
長
出
席
）

12　

月

１
日
～
２
日
・
６
日　

　
　
　

令
和
３
年
度
村
政
懇
談
会

     　

 

（
各
地
区
集
会
所　

各
議
員
出
席
）

２
日　

議
会
運
営
委
員
会  

（
全
委
員
出
席
）

７
日　

例
月
出
納
検
査

              

（
沼
畑
・
鎌
田
監
査
委
員
）

      
総
務
経
済
常
任
委
員
会

                  

（
吉
田
副
議
長
欠
席
）

10
日　

第
４
回
泊
村
議
会
定
例
会  

（
開
会
）

                    
（
結
城
議
員
欠
席
）

14
日　

第
４
回
泊
村
議
会
定
例
会

         

（
再
開
・
閉
会
）（
全
議
員
出
席
）

      

総
務
経
済
常
任
委
員
会

                      

（
全
委
員
出
席
）

24
日　

北
海
道
電
力
㈱
真
弓
会
長
・
藤
井
社    

　
　
　

長
外
来
庁    

（
宇
留
間
議
長
出
席
）

27
日　

令
和
３
年
第
２
回
岩
内
・
寿
都
地
方

　
　
　

消
防
組
合
議
会
臨
時
会

　
　
　
　
　
　

（
岩
内
町　

三
浦
議
員
出
席
）

１　

月

７
日　

令
和
４
年
泊
消
防
団
出
初
式

　
　
　
　
　

（
宇
留
間
議
長
他
各
議
員
出
席
）

９
日　

令
和
４
年
泊
村
成
人
式

　
　
　
　
　

（
宇
留
間
議
長
他
各
議
員
出
席
）

14
日　

例
月
出
納
検
査

　
　
　
　
　
　

  

（
沼
畑
・
鎌
田
監
査
委
員
）

26
日　

第
１
回
臨
時
会

　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

お 　願 　いお 　願 　い

行事案内など、議長宛の文書は行事案内など、議長宛の文書は

議会事務局へお届け願います。議会事務局へお届け願います。


